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３
月
６
日
（
日
）、
妙
義
町
生
涯
学
習
大

会
並
び
に
妙
義
町
民
文
化
祭
が
、
町
中
央

公
民
館
、
役
場
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。町

民
文
化
祭
で
は
、
15
団
体
に
よ
る
太

鼓
、
神
楽
、
獅
子
舞
、
八
木
節
、
民
謡
、

舞
踊
、
詩
吟
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
芸
能
発
表
や
９
団
体
に
よ
る

書
道
、
華
道
、
茶
道
、
手
芸
、
俳
句
、
押

し
花
、
陶
芸
、
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
作
品
展
の
他
、
公

民
館
教
室
に
参
加
し
た
方
の
作
品
も
展
示

さ
れ
、
日
頃
の
学
習
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
た
素
晴
し
い
芸
能
・
作
品
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

体
操
競
技
メ
ダ
リ
ス
ト
の
相
原
俊
子
先
生

に
よ
り
「
輝
い
て
生
き
る
」
と
題
し
、
競

技
者
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
の
経
験
を

通
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
、
身
体
を
動
か

す
こ
と
の
大
切
さ
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
平
成
16

年
度
妙
義
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。

（
敬
称
略
）

▽
文
化
功
労
賞

陣
内
リ
ン
　
（
３
区
）【
舞
　
踊
】

須
貝
佳
孝
　
（
下
宿
）【
詩
　
吟
】

竹
田
昌
子
　
（
下
宿
）【
茶
　
道
】

関
み
ね
子
　
（
日
向
）【
舞
　
踊
】

妙
義
町
生
涯
学
習
大
会
・
妙
義
町
民
文
化
祭
開
催

３
月
14
日
（
月
）、
妙
義
町
と
富
岡
市
の

一
市
一
町
の
合
併
に
向
け
、
伊
丹
妙
義
町

長
、
今
井
富
岡
市
長
が
県
知
事
に
「
市
町

村
の
廃
置
分
合
（
合
併
）」
の
申
請
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
は
、
県
議
会
で
の
合
併
議
決
、
県

知
事
の
合
併
決
定
、
県
知
事
か
ら
総
務
大

臣
へ
合
併
決
定
の
届
出
が
な
さ
れ
、
８
月

頃
に
は
官
報
に
告
示
さ
れ
平
成
18
年
３
月

27
日
に
新
「
富
岡
市
」
が
誕
生
し
ま
す
。

合
併
申
請
書
を

県
知
事
に
提
出

▽
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

佐
藤
光
男
　
（
10
区
）【
ス
ポ
ー
ツ
全
般
】

茂
木
辰
男
　
（
大
牛
）【
ス
ポ
ー
ツ
全
般
】

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

山
田
哲
雄
　
（
北
山
）【
ス
ポ
ー
ツ
全
般
】

金
井
　
寛
　
（
行
沢
）【
ス
ポ
ー
ツ
全
般
】

▽
文
化
優
秀
賞

岡
部
キ
ミ
　
（
３
区
）【
俳
句
】

富岡市富岡市富岡市

▲文化功労賞受賞者

▲スポーツ功労賞受賞者 ▲スポーツ奨励賞受賞者 ▲記念講演の相原俊子先生

▲文化優秀賞受賞者


